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米

発

続

的

級
殺
通
地
方
公
県
印
刷
休
ま
た
は
、
特
粉
歪
喜
一
Z

芸
誌
韮
霊
祭
法
的
妥
一
一
Z

一

主

義

喜

一

五

っ

て

い

ま

す

。

も

の

夜
的
機
会
滋
賞
。

V
応
務
方
法
一
人
一
一
点
以
内

d

玄削岩

重

用

者

総

長

指

紋

に

基

づ

〈

季

年

ハ

Zに
葉

氏

名

、

高

年

金

、

送

機

年

金

、

ま

た

は

、

障

害

年

齢

、

戦

業

を

記

入

会
的
受
給
品
埼

wv応
募
総
千
余
巾
市
崎
明
耐
町
一
の
一

千
葉
察
庁
内
チ
集
係
留
民
年
合
同
問
時
織

会

免
除
出
叩
鱗
捌
は

七
月
米
関
ま
で
じ

協
同
問
革
命
一
で
は
、
災
害
や
病
然
、
あ
一

る
い
は
央
業
な
ど
的
た
め
に
生
活
が
後
…

し
く
、
係
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
一

は
府
開
設
科
的
免
除
ふ
町
長
け
る
こ
と
が
仰
に
一

き

家

十

。

一

昭
如
刊
忍
十
郎
年
間
間
関
丹
骨
か
ら
酬
明
細
和
五
一

4
況
年
三
月
ま
で
の
然
険
料
に
つ
い
て
、
一

免
絡
が
ih

後
け
た
い
方
は
、
お
丹
羽
子
一
一

n
M

ま
て
に
必
然
術
防
削
除
年
金
諌
年
金
総

ι山
中
し
一
告
別
て
く
だ
さ
い
。

生
}
協
が
や
樹
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
保

険
料
を
約
め
ず
も
免
除
も
受
け
な
い
む

口
出

aw
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相
官
一
一
戸
社
会
保
険
務
務
所

七
月
二
僚
か
ら
晶
常
務
関
仏
師

州
刷
機
住
吉
保
険
事
務
所
は
、
会
開
国
で

も
一
、
一
一
伎
を
療
ヲ
多
〈
再
後
係
後
仰

を
か
か
え
、

4
Zネ
¥
み
な
さ
ま
に
大

褒
議
惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
が
‘
七
月

一
段
、
栓
戸
社
会
係
検
事
銭
的
い
が
務
総
先
官
、
市
内
で
プ
ロ
パ
ン
庁
ス
は
よ
@
取
胤
闘
い
の
不
注
怠
@
そ
の
絵
手

さ
れ
七
月
二
E
か
ら
紫
務
が
間
開
始
さ
れ
ゐ
地
開
発
事
故
が
司
発
議
し
ま
し
た

g

怒
し
な
い
捕
れ

草
す
e

突
然
、
大
資
相
官
と
と
も
に
滋
殺
が
起
念
亭
「
争
点
火
潔
。

新
設
の
松
戸
社
合
品
開
設
事
務
説
的
管
り
縫
特
G
ど
の
縦
片
が
、
則
海
底
に
よ
り
@
温
‘
冷
惑
の
サ
ー
モ
ス
タ
ソ
ト
め

轄
と
な
る
市
町
は
、
我
孫
子
指
‘
相
官
戸
付
添
…
僚
に
淡
散
し
ま
し
れ
巧
ま
た
、
火
判
開
@
そ
の
熊
楠
地
体
刷
機
具
@
そ

市
曽
野
由
市
、
品
相
前
、
流
山
索
、
附
附
則
間
五
十
メ

iE子
ん
も
州
陥
れ
た
、
窓
庁
ラ
ス
の
絞
め
火
弘
同

前
町
、
畑
山
南
軒
。
な
ど
が
お
れ
る
な
ど
の
被
害
ち
泊
ま
し
労
去
の
壇
扱
い
〉

@

所

設

地

絵

一

戸

市

松

戸

一

八

七

九

議

た

陶

ガ

ス

ぶ

払

般

企

ゲ

品

同

ぐ

た

拘

に

次

的

二

と

憾

の

十

七

務

長

は

、

Hn
ご
み
の
点
検
で
防
止
で
を
守
り
ま
し
ょ
う

ω

@
醐
臨
時
制
。
四
七
一
-
一
〈
肪
)
…
一
六
…
一
き
る
も
の
で
す
。
品
明
以
世
念
公
議
所
で

(
徳
康
保
脇
町
修
生
年
金
な
ど
の
問
。
主
な
ガ
λ
綴

れ

綴

窓

O

@

庁

ス

縛

終

的

ま

わ

り

に

燃

え

や

す

い

合

せ

〉

@

総

管

内

不

良

像

機

終

的

不

良

い

も

的

を

透

か

令

い

@

怠

鴻

し

を

し
よ
う
o
l
-
-本
は
醸
り
あ
資
漉
で
す
l

i

1112R23官:ザ!ji弘7悶T白---8閏20日 zjwiT2ii

l 暴露JiiiiiiiiiJ 
jjij機鷲議議i:許可明;;標語i;議離麟轍見守id七日訴審l料

護警鐘轟欝璽饗警喝聾 ;4 3iZ3F員雪露五平石全竺 轡噛 7霊童喜ぞ主計25患の

460 



(3) 

育

児

穏

綴

い
ま
す
。
由
時
務
状
泌
を
よ
〈
制
腕
策
し
て

母
子
千
燃
に
記
入
守
る
よ
う
心
が
け
ま

し
手
三
母
子
手
緩
を
世
相
れ
ず
に
持
事

し
て
く
だ
き
い
‘

…

wv
助
副
当
者
緩
和
五
十
開
州
都
一
持
・
二

一
月
・
附
閥
均
生
ま
れ
の
乳
児

…
柑
亨
時
間
間
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一

一
時
三
十
分
、
午
後
…
静
か
ら
一
一
…
時

然
、
家
袋
叫
削
揃
酬
に
つ
い
て
、
市
町
保
憾
午
後
を
ご
出
判
例
く
だ
さ
い
。

婦
が
uu
常
生
活
の
然
体
的
な
狼
時
械
を
打

い
ま
す
@

マ
時
間
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一

時
三
十
分

V
A別
機
調
工
会
的
制

マ
串
込
ハ
が
発
、
か
混
必
酬
で
申
し
込
ん

で
く
だ
き
い
。
ハ
庁
キ
で
申
L
Wぬ
む
ガ

は
住
所
帯
氏
名
年
齢

-m惑
予
定
日

明
地
務
静
移
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

制v
串
込
先
機
殺
帥
泊
康
晴
体

ス
i
パ
ー
で
蕊
空
パ
ァ
ク
的
明
り
も
い
る
と
い
う
a

さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
z
r
i

ち
を
災
っ
て
‘
オ

iブ
ン
ト

i
ス
タ
ー
ス
タ

i
で
続
い
た
締
来
、
た
れ
る
純
ゑ

で
一
品
渇
い
た
ら
錦
町
下
に
た
れ
て
し
ま
P

が
起
え
》
ぞ
い
と
を
認
め
‘
今
秋
か
ら
目
慌

た
白
線
科
・
製
涜
ぷ
ね
に
問
題
が
あ
る
売
守
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
上
手
口
滅

的
ぞ
は
な
い
か
w

〈
た
め
の
中
前
引
な
ど
の
実
情
鳴
か

f~

検
討
す

。

路

線

総

議

る

と

い

う

日

出

符

で

あ

っ

た

。

ス
!
パ

imwm附
笈
管
岡
崎
々
ン
タ
ー
に
戸
北
慈
v

骨
折
・
換
を
を
求
め
た
州
問
符
に
よ
る
と
闘
で
は
様
様
粉
、
林
水
産
物
な
ど
の

必
康
科
は
新
制
内
務
的
自
家
抽
内
総
来
持
、
ぷ
時
H

規
務
的
ト
制
定
を
す
す
め
て
い
ま
す

つ
お
こ
が
ね
も
ち
の
一
・
二
等
級
合
的
制
が
、
給
関
・
技
終
救
と
も
、
ま
幻
ま
日
以

い
て
い
る
湯
水
分
は
切
り
も
ち
附
四
十
二
・
少
な
く
、
も
%
も
対
象
に
な
っ
て
い
ま

一ニパ

i
セ
ン
ト
、
総
も
ら
組
十
七
・
滋
廿
ん
a

品
緩
や
瀧
績
を
た
し
か
め
て
践…
 

パ
セ
ン
ト
で
、
判
定
で
は
合
格
し
て
い
ま
し
ょ
う
。

少
し
‘
戸
と
な
っ
と
験
桑
幾
家

e
に
抵
ヒ
た
り
、
転
緒
川
し
て
、
会
技
終
や

公
務
員
と
念
コ
た
り
し
て
い
ま
す
。

主
舎
か
た
、
省
力
化
、
談
議
農
家
的
伸
。

基

査

に

伴

い

、

農

作

ぬ

が

章

、

問

機

器

V

照

時

七

月

一

世

情

繍

附

が

一

成

。

台

か

ら

気

一

一

八

台

(

コ

…

、

五

位

同

)

、

絞

設

渓

総

緩

箆

綴

診

衛

毒

液

拾

震

が

幾

コ

ン

バ

イ

ン

ぷ

い

た

っ

て

は

、

立

一

五

台

時
間
人
同

W
滋
険
i

H

V

申
岡
山
銭
円
様
。
間
約
。
腕
節
V
A
翰
。
こ
の
談
交
は
、
守
続
的
農
業
の
す
が
か
ら
孫
六
台
〈
七
‘
一
-
一
位
同
)
と
、
災

こ
の
検
出
師
は
ョ
学
校
・
時
制
批
切
な
ど
で
心
穏
泌
u

比
同
県
在
検
査
結
果
に
q
い
て
た
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
毎
年
一
…
ヒ
〈
七
年
間
開
で
、
大
緩
な
伸
び
を
訴
し

受

け

て

い

な

い

人

が

件

付

殺

で

す

め

て

指

導

線

銭

月

一

誌

に

行

な

わ

れ

て

い

ま

す

。

て

い

ま

す

。

は

表

出

聞

は

巡

な

い

然

織

に

吋

あ

と

つ

ぎ

ι

鱗
合
の
良
い
場
税
金
選
ん
で
必
ず
受
診

wv
申
込
後
続
殺
付
辻
七
月
b
z
U
M
L
ま
で
的
和
五
十
}
ぷ
年
抽
出
丹
調
殺
に
よ
り
ま
さ
て
、
わ
が
説
話
子
市
お
も
都
市
色
、
関
怒
が
あ
り
ま
す
。

す
る
よ
う
に
し
て
〈
だ
さ
い
。
松
山
開
帥
間
続
保
健
衛
必
設
す
と
、
絞
殺
子
市
内
線
山
部
数
は
線
南
飽
宅
地
化
的
地
が
お
し
議
せ
、
経
殺
に
と
原
則
闘
は
右
に
掲
げ
た
諮
要
素
が
島
げ

wv
時
間

e

胸
部
X
線
L

仁
川
州
人
科
問
時

E
C
g七
川
〈
六
七
〉
…
二
五
五
除
隊
機
、
年
々
、
減
少
内
ψ

渓
を
た
ど
っ
て
よ
竹
必
ず
し
も
よ
い
環
織
で
あ
る
と
ら
れ
ま
す
が
、
若
者
が
総
数
を
問
機
社
る
鋒
目
、
緩
い
告
が
続
き
ま
す
が
、
う

菱

地

か

前

九

時

か

ら

?

一

時

一

一

一

ふ

会

っ

て

い

ま

で

は

い

え

な

く

な

っ

て

部

ま

し

た

。

傾

向

が

強

ま

る

こ

と

貯

終

家

数

的

機

少

だ

る

4
?を
夜
、
ホ
タ
ル
見
物
と
し
ゃ

。
胸
部
X
線

の

み

午

後

一

時

手

分

雲

七

年

総

立

曲

家

数

が

一

回

公

害

、

芝

、

警

の

機

火

事

、

は

、

当

分

的

関

銃

く

も

め

と

恩

わ

れ

れ

こ

ん

で

み

る

の

は

い

か

が

で

す

か

。

か

ら

一

…

一

時

六

一

戸

減

扮

し

て

、

ご

り

一

戸

と

ケ

ラ

、

深

刻

な

問

磁

も

あ

り

ま

寸

が

、

数

字

で

ま

す

。

野

内

聞

を

守

る

会

丹

後

B

号
、
ん
山
町
、
ホ
タ

還

と

婦

人

%

を

希

援

し

な

い

芳

は

と

ワ

わ

け

附

守

護

霊

は

t
支
持
も
時

t
i
-
-
t
i
l
i
-
-
i
1
j
i
t
;
i
t
1
1
4
1
1
2飛
び
か
う
識
し
い
臨
む
土
取
り
も

ど
そ
う
と
、
点
タ
ル
的
議
帥
棋
を
始
め
て

か
ら
毎
年
、
繍
々
と
治
則
慨
を
挙
け
て
い

ま
す
ω

J
g襲

ι

i

'

露
出
祈
倒
的
警
護
〈
之
、
ド

創

刊

議

fgF

ゑ

え

ま

守

、

火

祭

に

育

て

引

き

か

新

議

図

案

n

d

g

z

義
務

制

欝

gzゑ
験
線
機
轡
松
野
カ
が
毎
凝
雫
突
を
む
す
ん
で
い
る
円
高
わ
れ
た
備
の
よ
う
に

鳥

幻

ジ

襲

撃

鱗

警

民
総
繍
線
機
織
機
毅
鱗
瀦
齢
gr
ー

で

ず

お

ヨ

ヲ

7
9
2
w
v
明
g

野

ジ

和

騒

麟

鱗

難

麟

驚

議

務

g
F

平
家
ポ
タ
ル
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
へ
丹
霊
?
号
、

385553

の

寸

輔

警

鐘

薄

弱

F
抱

込

按

ず

る

議

室

主

主

会

グ

)

主

主

E
L

制

オ

1

ち
な
が
ら
?
ゎ
る
事
は
ふ
さ
を
な
き
海

2
2
1ヴ

忘
れ
訟
で
せ
て
く
れ
牢
す
n

ィ
ン
刷
糊
〕
マ
コ
レ
ク
タ
I

我

警

が

け

で

、

古

i主
義

一

フ

ア

ヴ

レ

丈

〕

マ

三

校
舎
と
y
ぞ

。

ヴ

ァ

ン

ニ

の

鰐

凝

〈

ボ

1

全
長
約
十
六
・
五
セ
ン
チ
〆

l
ト

ル

。

書

さ

れ

て

い

ま

す

ョ

己

叫

副

引

引

引

バ

出

J

γ

ウ
ィ
ン
}
V
私
的
な
か

ス
ズ
メ
よ

Zし
ま

く

、

霊

長

、

控

室

円

安

ふ

筆

啓

上

校

生

広

間

見

向

[

崎

戸

』

M
L
の
ス
パ
イ
(
ベ
イ
ン
ザ
マ

ま
ゆ
‘
の
ど
・
ほ
お
が
山
口
〈
、
良
か
ら
と
か
唱
時
市
?
っ
つ
と
自
つ
ベ
ソ
じ
」
等
と
前
号
(
議
沢
一
八
号
)
的
ゑ
千
葉
広
パ
二
ソ
ク

{γ
ロ
ン
ジ

耳
へ
か
持
て
と
‘
あ
ぷ
内
孫
が
由
州
〈
、
き
与
な

L
、
由
皆
れ
内
よ
い
期
間
予
約
炎
域
本
滋
特
集
的
中
官
、
山
熟
知
計
ぬ
と
現

i
ン
}
酎
マ
ミ
ソ
バ
ヲ
と
丹

体
は
赤
褐
色
、
鰍
は
全
体
に
淡
色
で
す
e

問
的
持
ち
ゑ
で
す

Q

計
織
を
比
絞
し
た
者
に
、
線
計
画
的
事
対
叫
尚
一
フ
リ
y
ン
コ
)
V
ア

飛
び
立
つ
?
?
時
、
隠
滅
的
外
聞
の
内
が
冬
初
に
は
、
草
原
や
袷
れ
ア
シ
織
で
一
次
滋
本
が
間
唱
和
浪
し
γ
一
年
と
な
っ
て
い
「
ル
フ
‘
ヒ

y
Eラ
l

釘
立
ち
ま
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震のきを伶で懇noガ認められ訟をす

おて7、記簿総領選会に出1雪緒豊替のyヲ

!謀総意義1本書事緩まぞ7ごi票締〈だ之さい。

アFヨ守臼〈午前Q塁号線系ぇ;

ら3湾中旬ま C1:話約機こを手鍔52

公震でiラIつれ法改。署警響大会i手、

若喜怒iノミッドスヲ…二主、家墜務力

二パルスジコニニPCしだ。

両moJ護蚕豆言語元1
ル韓草子百日dニ霊互銭
。ア伺13臼 2宮司令手記然ヲ華奈絞L

警護F祭事立a、利根111治 ρ

.. 7F弓守48・30日いそ予事署員しな長

隠

1>軽量干告跨罪華 爵I}.!.-I善寺30分刀ら9
時頃さまで

銀事政院Jto:t:必双ぬことに)i実務

してく1::"携し」

会設立干むE主賎く団内に立入らぶいて:

くご主ぎをさい。

議員受T告をE怒号若様の家長選1誌、措置街中

間を閉さちてくださし、

③洗濯捻おどは織的終了後日干し

てくだδしも。

1ilf:5公然殴築安定所CI謀、 i準装読

む主総o怒々への賓近松ザーピス0)

-淡とし℃、 7月2日(!eDから

とうな乏でも気殺にご事UF時で君主る
1松戸ターミナjし露護軍義務総察J を

葬司設しますE
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